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去る４月 18 日、令和７年度全国家畜衛生主任者会議が開催され、昨今の家畜衛生の動向や今後の

対策について、農林水産省と都道府県の家畜衛生担当者、関係機関が集まり、情報共有と意見交換が

行われました。 

鳥インフルエンザについては、昨シーズンも全国 14 道県で 51 事例確認され、約 932 万羽が殺処分

されています。こうした状況を受け、この会議で「鳥インフルエンザ対策パッケージ」が打ち出され

ました。このパッケージの中では、次のような対策が示されました。 

○養鶏集中地域、過去連続発生地域を大臣が指定し、地域ぐるみで対策を強化 

○農場の分割管理のさらなる推進 

○予防的ワクチン接種の導入に向けた検討の開始 

○発生時のまん延防止のため、民間事業者の活用を促進 

鳥インフルエンザは国内での発生が常態化し、例年よりも早い時期の発生や、同一農場での再発、

養鶏集中地域での連続発生も見られ、今後も厳しい状況が続くと予想されます。国の示す新たな対策

の具体的な内容については、今後も適宜、養鶏関係者の皆さまにお知らせしてまいります。 

関係者一丸となり、鳥インフルエンザの発生予防に努めましょう。 
 

 

令和７年度第 89 回香川県畜産共進会の開催日程について  
乳用牛（第１部）・肉用種牛（第２部）：11 月 12 日（水）、13 日（木） （於）香川県家畜市場 綾川町千疋 

肉豚（第３部）：10 月 31 日（金）、11 月 1 日（土） （於）株式会社香川県畜産公社 坂出市昭和町 

肉牛（第４部）：12 月 3 日（水）、12 月 5 日（金） （於）坂出食肉地方卸売市場 坂出市昭和町 

鳥インフルエンザ対策パッケージについて 
令和７年度全国家畜衛生主任者会議から 

家畜衛生情報 
香 川 県 畜 産 課 

TEL(087)832-3426～8 FAX(087)806-0204 
香川県東部家畜保健衛生所 

TEL(087)898-1121   FAX(087)898-9558 
香川県西部家畜保健衛生所 

TEL(0877)62-0020   FAX(0877)62-3299 

家畜伝染病・伝染性疾病発生状況（近県）R7.2 月～R7.4 月 
疾病名 畜種 発生場所 発生時期

発生延べ
戸数

発生頭羽数
(蜜蜂は群数)

法定 ヨーネ病 牛 兵庫県、鳥取県、岡山県 R7.3～R7.4 3 3

牛伝染性リンパ腫
（旧：牛白血病）

牛
兵庫県、鳥取県、島根県、
岡山県、広島県、山口県、

徳島県、香川県
R7.2～R7.4 54 74

アイノウイルス感染症 牛 島根県 R7.4 1 1

豚丹毒 豚
兵庫県、島根県、広島県、

香川県、高知県
R7.2～R7.4 15 25

豚繁殖・呼吸障害症候群 豚 香川県 R7.2 1 7

鶏伝染性気管支炎 鶏 徳島県、香川県 R7.2、R7.4 2 7

伝染性ファブリキウス嚢病 鶏 鳥取県 R7.3～R7.4 3 30

レプトスピラ症 犬 兵庫県 R7.3 1 1

アカリンダニ症 蜜蜂 広島県 R7.4 1 1

届
出
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黒毛和牛の肥育では脂肪交雑の増加を目的に、ビタミン A 給与を制限する飼育が行われています。

これは、サシの素となる脂肪細胞への分化を促すためで、14～20 か月齢にかけて血中ビタミン A 濃度

を 30IU/dl 程度に下げることが望ましいとされています。一方、近年では育種改良が進み、ビタミン

A を厳しく制限するより、低下させ過ぎない方が良い結果になることがあります。特に、増体に優れ

た系統では成長にともなうビタミン A の消耗が激しく、ビタミン A 欠乏による採食量低下や肝炎、腸

炎などに注意が必要です。 

血中ビタミン A 濃度の測定は検査機関に依頼する必要がありますが、牛舎でできる簡易な方法があ

ります。牛の目にライトをあて、瞳孔が縮まる時間を計測することでビタミン A 濃度を推定します。

方法は、①夜、牛舎の明かりを点けず、②興奮させないように近づき、③牛の目にライトを向けて点

灯し、④瞳孔が縮まるまでの時間を測定します。8.5 秒以上かかる場合は欠乏値の可能性が高くなり

ます。25～50 万 IU のビタミン A を与えてください。シリンジで経口投与する場合は、よだれと一緒

にこぼれないように注意しましょう。  
 

豚丹毒は、豚丹毒菌の感染によって起こる病気で、ブタ・イノシシの届出伝染病です。と畜場法で

はと殺・解体禁止、全部廃棄の対象疾病でもあります。令和６年の届出頭数は全国で 823 頭であり、

本県でも散見されています。また、豚丹毒菌はヒトを含む哺乳類、鳥類、魚類にも感染する人獣共通

感染症の１つでもあります。野外では土壌等環境中に広く分布し、イノシシや鳥類等の野生動物も保

菌しています。豚丹毒の発生を予防するためには次のことが重要です。 

①衛生管理の徹底：消毒、衣服や靴の履替え、野生動物の侵入防止など飼養衛生管理基準の遵守が出

来ているか確認しましょう。 

②ワクチン接種：生ワクチンは１回の接種で十分な免疫を付与できますが、移行抗体の影響を受ける

ので、移行抗体の消失時期に接種することと、ペニシリン系抗菌剤との併用でワクチン効果が低下

するので注意が必要です。不活化ワクチンは、移行抗体や抗菌剤の影響を受けにくいものの、２回

接種が必要です。 

③他の感染症を防ぐ：サーコウイルスやＰＲＲＳウイルスなど、他の感染症により、免疫が抑制され

るおそれがありますので注意してください。 
 

第 14 回香川県畜産フェアの開催について  
香川のおいしいオリーブ牛、オリーブ豚、オリーブ地鶏、卵や牛乳、蜂蜜など畜産物が大集合！ 

香川県の畜産物の認知度向上・消費拡大を図るため、フェアを開催します。オリーブ畜産物の試食

や畜産物の販売のほか、牛の乳搾り体験やバターづくり体験、スタンプラリーなどのイベントを行

います。また、オリーブ畜産物を使用したメニューを揃えたキッチンカーも集合します。奮ってご

参加ください。     

日時:令和７年 10 月 13 日(月)11 時～16 時  場所:丸亀町グリーン（香川県高松市丸亀町 7-16） 

黒毛和牛肥育のビタミン A コントロールについて 
家畜衛生講習会（牛疾病特殊講習会）から 

豚丹毒の発生予防について 
家畜衛生講習会（豚疾病特殊講習会）から 
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鶏大腸菌症はブロイラー生産において被害の大きい重要な疾病の一つです。厚生労働省が公開して

いる食肉検査等情報還元調査では、食鳥検査における疾病別全部廃棄羽数の約半数を大腸菌症が占め

ています(R1～5 年度)。また、生産農場での死廃原因でも重要な疾病とされています。 

鶏大腸菌症の発生要因：鶏の

健康状態が悪化した場合に腸

管内の大腸菌が異常増殖して

環境中を汚染します。換気不

良や飼育環境の悪化により発

生したアンモニアが鶏の呼吸

器粘膜を弱くし、環境中に増

加した大腸菌に感染・発症し

やすくなります。 

対策として、飼育環境の改

善と換気、空舎時の洗浄・消

毒、獣医師の指示による適正

な治療等が挙げられます。特に、

近年、多剤耐性の大腸菌が多く確認されており、薬剤の使用については注意が必要になっています。 

飼養衛生管理基準の遵守とともに飼育環境の改善、適正な投薬等の対策により鶏大腸菌症の発生を

未然に防ぎましょう。  
 

 

はじめまして。令和７年４月より西部家畜保健衛生所西讃支所に配属となりました河野瑞紀（こう

のみずき）と申します。出身は愛媛県愛南町というところで、自然豊かな町で生まれ育ちました。高

校は宇和島市、大学は今治市で過ごし、現在は観音

寺市で暮らしています。休日はドライブして西讃地

域の観光スポットを回ったり、カフェ巡りをするこ

とが多いです。これまでに朝日山森林公園の桜、粟

井神社の紫陽花、高屋神社の天空の鳥居などに行き

ました。車の運転を始めたばかりでまだ行動範囲は

狭いですが、徐々に足を伸ばして東讃地域の観光ス

ポットにも訪れていきたいと思っています。 

 配属してからの 3 か月間はあっという間で先輩方の後についていくだけで精一杯の時期ですが、ま

だまだこれから覚えることがたくさんあるので、一生懸命頑張りたいと思います。どうぞよろしくお

願いします。 

鶏大腸菌症について 

新 人 だ よ り 

令和元年～令和5年度食肉検査等情報還元調査(厚生労働省)より

 

 

 


